
満
開
の
桜
楽
し
む

満
開
の
桜
楽
し
む

ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
恒
例

お
花
見
昼
食
会

生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ら
ん

じ
ょ
浮
世
亭
恒
例
の
お
花
見
昼
食
会

が
、
花
曇
り
の
四
月
十
七
日
や
ま
ぶ

き
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
低
温
続
き
で
開
花
が
平
年
に

比
べ
約
一
週
間
ほ
ど
遅
れ
た
の
が
幸

い
し
て
、
当
日
は
ほ
ぼ
満
開
に
近
い

桜
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者

四
十

三
人

が
二

台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
、

松
川
除
の
桜
並
木
の
下
か

ら
水
記
念
公
園
に
か
け
て

の
桜
花
を
愛
で
な
が
ら
や

ま
ぶ
き
荘
に
入
り
ま
し

た
。
午
前
中
は
脳
ト
レ
ゲ

ー
ム

や
血

圧
測

定
、

入
浴

な
ど

そ
れ

ぞ
れ

発行 賴成光寿会 第７４号

発行 頼成光寿会

庄川水記念公園

松川除の桜並木を行く

自
由
な
時

を
過
ご
し
ま
し

た
。
昼
食
を
終

え
た
後
午
後
一

時
か
ら
は
、
み

ん
な
で
車
座
に
な
り
新
聞
紙
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
の
遊
び

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

午
後
二
時
半
や
ま
ぶ
き
荘
を
後
に
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

砺
波
市
老
人
ク
連
合
会
総
会

市
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

第
八
回
の
市
老
連
総
会
が
、
四
月
十
二
日
砺
波
市
文

化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
活
動
「
と
な
み
・
そ
く
さ
い
安
全
２

１
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
二
十
団
体

が
受
賞
、
般
若
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
昨
年
に
ひ
き
続

き
努
力
賞
を
受
け
ま
し
た
。

上
田
市
長
、
稲
垣
市
議
会
議
長
、
砺
波
警
察
署
長
ら

三
氏
の
祝
辞
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
新
年
度
の
事
業
計

画
や
千
百
万
円
余
り
の
予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
は
健
康
、

友
愛
、
奉
仕
の
三
大

事
業
を
柱
に
据
え
、

世
代
間
交
流
や
花
づ

く
り
な
ど
幅
広
い
活

動
を
行
う
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

総
会
後
、
富
山
県

会 食

ゲームで大笑い

警
察
音
楽
隊
の
吹
奏
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長

柴
田
豊
明

鷹
栖

副
会
長

河
合
康
守

出
町

今
堀

顕

油
田

松
田
吉
孝

青
島

舘

栄
子

出
町

般
若
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
と

高
齢
者
学
級
の
開
講
式
開
く

平
成
二
十
四
年
度
の
般
老
連
総
会
・
高
齢
者
学
級
開

講
式
の
総
会
が
四
月
十
日
、
般
若
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
役
員
全
員
が
留
任
さ
れ
る
と
と
も

に
、
約
三
十
一
万
円
の
新
年
度
予
算
や
交
通
安
全
教
室

の
開
催
、
地
域
巡
り
な
ど
前
年
度
に
準
ず
る
事
業
計
画

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
開
催
さ
れ
た
高
齢

者
学
級
開
講
式
で
は
村
岡
市
議
会
議
員
の
「
市
政
学
習

会
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
主
な

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会
長

大
原

茂

副
会
長

八
田

嵩

高
橋

美
穂
子

幹
事

松
本
東
洋
治

高
齢
者
学
級
長

八
田

嵩

副
学
級
長

牧
野
伊
佐
男

同

事
務
担
当

川
合

俊
夫

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

安
川
親
寿
会

森
田

茂
之

頼
成
光
寿
会

八
田

嵩

徳
万
徳
寿
会

牧
野
伊
佐
男

福
山
福
寿
会

大
原

茂

三
徳
長
寿
会

川
合

俊
夫

光寿会 春の日帰り旅行
5月23日（水）10:00 出発

会費 男６.５００円 女６.０００円

申込み締切り 5月14日(月)

往路 10:00 常称寺前発・中賴成・北明太子堂・

農協支店経由 復路 14:30 アローザ温泉発

いっしょに行きましょう !!
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アローザ温泉へ!

５月号
２０１2

いかるぎ館前花壇

季

節

の

う

た

季

節

の

う

た

母
の
日
の
一
番
風
呂
に
甘
え
け
り

林

香
月

林

香
月
子子

血圧ちょうどやねー

弔
事

林

久
子

様

四
月
一
日
死
去

享
年
数
え
年
八
十
歳

高
畠

榮
治

様

四
月
一
日
死
去

享
年
数
え
年
八
十
五
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す



賴
成
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き

会
員
の
皆
様
方
の
中
に

は
、
健
康
上
の
都
合
な
ど

で
、
外
に
出
ら
れ
な
い
方

も
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
「
光
寿
」
で
は
、

そ
ん
な
会
員
の
方
の
目
や

足
に
代
わ
っ
て
、
今
の
賴

成
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

一
回
目
は
庄
川
二
番

堤
の
権
正
寺
境
か
ら
南

へ
向
か
い
ま
す
。

右
手
に
は
移
転
し
た

高
畠
養
豚
場
、
そ
の
向

こ
う
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
庄
の
里
が
新
設
さ
れ

た
三
輪
病
院
、
そ
の
左

に
砺
波
消
防
署
庄
東
出

張
所
、
庄
東
小
学
校
、

般
若
中
学
校
が
見
え
ま

す
。
左
の
端
は
賴
成
営

農
の
建
物
で
す
。

中
央
丘
の
上
は
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
、
そ
の
右

上
に
鉢
伏
山
の
頂
上
、

ま
だ
白
く
残
雪
の
残
る

奥
の
峯
は
牛
岳
で
す
。

賴
成
営
農
の
上
方
の
丘

陵
地
帯
に
は
、
昭
和
五

十
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
の
分
校
を
誘
致
す

る
計
画
が
進
め
ら
れ
、

五
大
学
の
学
長
が
現
地

視
察
に
訪
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
道
端
に

つ
く
し
が
芽
生
え
始
め

た
四
月
初
旬
の
穏
や
か

な
賴
成
の
風
景
で
す
。

←
高
畠
養
豚
場

←
般
若
中
学
校

←
庄
東
小
学
校

←
三
輪
病
院

←
消
防
出
張
所

←
賴
成
営
農

風
速
三
十
九
㍍
強
の
暴
風
吹
く

四
月
三
日

砺
波
市

観
測
史
上
初
め
て

四
月
三
日
午
後
二
時
過

ぎ
、
日
本
海
で
急
速
に
発

達
し
た
低
気
圧
の
影
響
で

全
国
的
に
台
風
並
み
の
暴

風
が
吹
き
荒
れ
、
砺
波
で

は
３
９
．
８
㍍
全
国
第
二

位
の
記
録
的
な
風
速
を
観

測
し
ま
し
た
。

こ
の
風
で
頼
成
地
内
で

も
倒
木
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
損
壊
、
塀
倒
壊
、
屋
根
破
損
な
ど

か
な
り
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
ま
た
庄
川
筋
は
八
乙
女

お
ろ
し
と
呼
ば
れ
る
強
風
の
通
り
道
に
当
た
る
た
め
、

井
波
で
瞬
間
最
大
風
速
５

４
．
２
㍍
を
記
録
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
、
雄
神
大
橋
、

砺
波
野
大
橋
、
太
田
橋
な

ど
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
横
転

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

次回は５月1６日（水曜日）

砺波地域包括支援センターの山
田美紀保健師さんを招いて「楽
しい脳トレで認知症をブッ飛ば
そう」を計画しています。 保
健師さんの適切な助言に耳を傾
け、脳力トレーニング・ゲーム
を楽しんで、これからもボケず
に健康で過ごす一助にしてくだ
さい。１０時から約４０分ほど
の予定です。時間のとれる方は
ぜひご参加ください。
午後１時半より阿弥陀経読誦、観無
量寿経写経があります。随時参加出来
ます。

病
院
か
ら
施
設
へ
の
転
院
に
課
題

砺
波
医
療
圏
の
実
情
を
聞
く

般
若
福
祉
協
議
会
の
総
会
開
く

地
区
の
福
祉
を
支
え
る
般
若
福
祉
協
議
会
の
総
会
が
、
四

月
二
十
三
日
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
約

八
十
万
円
の
予
算
と
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
支
え
る
活
動

を
柱
と
す
る
事
業
計
画
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
議
事
終
了

後
、
砺
波
市
地
域
連
携
推
進
室
の
袴
谷
敏
美
主
幹
か
ら
「
地

域
医
療
の
実
情
」
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
砺
波

地
域
に
お
け
る
総
合
病
院
、
開
業
医
、
診
療
所
、
老
健
施
設

の
連
携
の
実
情
を
資
料
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

二
十
四
年
度
般
若
福
祉
協
議
会
役
員(

光
寿
会
関
係
分
の
み)

顧
問

林
茂
之(

前
振
興
会
長)

副
会
長

小
森
兼
重(

事
務
局
長
兼
務)

理
事

八
田
嵩(

光
寿
会
会
長)

委
員

林
邦
子(

光
寿
会
副
会
長
・
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー)

武
部
琉

子(

ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

林
綾
乃(

日
赤
奉
仕
団)

林
博(

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
代
表)

坂
東
勲(

福
祉
サ
ポ
ー

タ
ー)

武
部
啓
子(

同)

林
好
則(

同)

今
月
い
よ
い
よ
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
高
さ
６
３
４
㍍
、
自
立
Ｔ
Ｖ
塔
と
し
て
は
世
界
一
の

高
さ
だ
そ
う
で
、
日
本
の
技
術
力
の
高
さ
を
誇
ら
し
く

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｖ
塔
以
外
の
建
造
物
も
含
め
ま

す
と
、
中
東
の
ド
バ
イ
に
何
と
高
さ
８
２
８
㍍
と
い
う
驚

く
べ
き
超
高
層
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
。

ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ
ー
フ
ァ
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
ビ
ル
の
内
部
に

は
、
時
速
４
０
㎞
の
早
さ
で
昇
降
す
る
５
０
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

備
え
ら
れ
、
ホ
テ
ル
の
ほ
か
９
０
０
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
半
が
空
室
の

ま
ま
で
「
高
層
の
幽
霊
屋
敷
」
と
言

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
だ
け

高
い
と
さ
す
が
に
住
む
の
に
は
不
安

な
の
で
し
ょ
う
ね
。

人
類
が
建
造
物
の
高
さ
を
競
う
あ

り
さ
ま
を
見
て
い
る
と
、
旧
約
聖
書

「
創
世
記
」
に
出
て
く
る
バ
ベ
ル
の
塔
の
話
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
創
世
記
に
は
、
人
類
が
天
に
至
る
高
い
塔
を
つ
く
り

神
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
神
は
人
々
の
言
葉
を
混
乱
さ
せ
塔

を
崩
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
摂
理
に
従
い
地
に
足
の
つ
い
た
営
み
を
し
て
い
な
い
と
、
い

つ
か
神
の
怒
り
に
ふ
れ
て
、
強
烈
な
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

(

写
真

ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ
ー
フ
ァ)

鵤 木
い か る ぎ

弔
事

開
田

資
治

様

四
月
二
十
九
日
死
去

享
年
数
え
年
七
十
九
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す


